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平成２１年度 事業報告 

   (財)一宮地場産業ファッションデザインセンター 

 

 理 事 会  

平成２１年 ５月２２日 ・平成２０年度事業報告及び収支決算について 

            ・センター運営に対する申し入れについて 

            ・センター貸館使用料の改定について 

            ・センター休館日の改定について 

            ・改革委員会（仮称）の設置について 

平成２１年１１月２７日 ・役員改選について 

            ・平成２１年度補正予算について 

            ・ＦＤＣ改革委員会意見書について 

平成２２年 ２月２４日 ・平成２１年度補正予算について 

            ・平成２２年度事業計画及び収支予算について 

            ・飛島村のＦＤＣ運営からの一時離脱の申し入れについて 

 

 改革委員会  

 ＦＤＣの運営・事業全般について見直すため、学識経験者を始め繊維業界の代表、自治

体の代表で構成する「ＦＤＣ改革委員会」を設置し、意見書を取り纏めた。 

改革委員会では、「繊維事業部会」と「運営・事業部会」の２部会で構成し、６月１日か

ら１０月１９日までの６ヶ月間で１０回開催し、１１月に開催された理事会において意見

書の内容を説明した。 

 

 委 員 会  

① 事業企画委員会 

平成２２年２月８日  ・平成２２年度事業計画について 

② 事業運営委員会 

平成２２年２月１８日 ・平成２２年度事業計画及び収支予算について 

 

ＰＲＯＤＵＣＴ 

「売れる」ものづくり 

１．新商品開発事業 

（１）ユーロ・テキスタイル・ビジョン 

フランスのトレンド発信企業であるネリーロディ社とタイアップし、最新のファ



 

ッショントレンド情報を提供する。さらにプロジェクトチームに対し実践セミナー

を行い、トレンド情報からサンプルの作成や製品への展開手法などを学び、尾州オ

リジナル素材の開発を推進した。 

・ユーロ・テキスタイル・プロジェクト・チーム １７社 

 

（２）尾州メンズプロジェクト 

メンズの新市場開拓に対応したモノづくりを行うため、テキスタイル・アパレル

の総合コンサルティング企業である㈱STUDIO LE BLANC（スタジオ・ルブラン）と提

携し、トレンド情報の提供とオリジナル素材を開発した。 

・参加企業 ７社（春夏展）、４社（秋冬展） 

 

（３）新テキスタイルの試作・開発 

  ①尾張繊維技術センターの試作開発 

愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センターの協力により、複合技術、加工技術

を工夫した新製品の試作開発を推進した。 

・天然繊維１００%エコストレッチ織物 

・しわ加工毛織物        ・市松状経パイル織物 

・絞り風織物          ・絣紬織物 

・からみ織物          ・墨加工織物 

・アレルギー低減化加工織物   ・ソフトタッチシャツ地 

 

②テキスタイルプランナーの育成 

    テキスタイルプランナーの交流･研鑚の場として「ＦＤＣテキスタイルプランナー

協議会｣の組織・運営を行うとともに、愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センター

と共同でグループ研究活動を行い、製品の試作・開発を行った。 

ア）今年度は「エコロジカル・クリエーション」をテーマに、生物多様性に配慮した

ものづくりとファッション、次世代テクノロジー、そして生活の中の健康に配慮し

たものづくりを推進するとともに、質の良いものづくりを通して、消費者の「心理」

を満たす価値提案を目指すなどをコンセプトに、試作・開発を行った。 

イ）環境に優しい素材を使用した織物開発や、新しい加工技術を駆使した素材開発、

さらには健康福祉を支援する衣服の開発を行った。 

 

２．新商品開発支援事業 

 （１）ジャパン・ヤーン・フェア（ＪＹ）の開催 

  織物企画を進めるにあたって、重要な地位を占める「糸素材」の展示会を開催する

ことにより、川上と川中のプラットフォームとなるべく、差別化商品の開発を側面

支援する。 

◇ 会 期 平成２２年２月３日（水）～５日（金） 

◇出展者 紡績メーカー及び糸の取扱業者等４５社 

◇入場者 ２，７５７名 



 

 （２）新産業創出のための支援 

    尾張繊維技術センター等と共同で、産学官連携による研究開発を促進し、新分野進

出をめざした活動を支援している。 

① 地域イノベーション創出研究開発事業へのアドバイザー参加 

「カーボンナノチューブのコーティング技術による新規導電繊維の研究開発」 

ＰＥ長繊維にＣＮＴ分散液を均一にコーティングして導電糸を開発するとともに、

面状発熱体や導電性ブラシなどの商品開発について研究している。 

クラレリビング㈱、茶久染色㈱、松文産業㈱、北海道大学、尾張繊維技術センター 

② 江南インテリア織物推進委員会への参画 

インテリア織物の振興と、江南織物卸協同組合傘下企業の発展を目指して、新商品

開発や新分野進出のための研究開発を実施している。 

・カーテン生地によるインテリア小物や新たなカーテン商品を開発する 

・椅子張り地によるフレームレスの新たな発想の椅子を開発する 

・ジャパンテックス、ギフトショーに出展 

 

ＰＥＲＳＯＮ 

人材育成（カレッジ技の尾州支援事業:特別会計) 

１．人材育成事業 

（１）繊維産業中核人材育成セミナー『尾州インパナ塾』 

「実践技術科コース<1年目>及び自立マスター科コース＜2年目＞」 

   多様化するニーズに対応すべく、素材の複合化技術や産地に受け継がれる高度な製

造技術などにより、差別化・高付加価値製品を企画し、効率的に製造できる能力を有

する繊維産業の中核人材の育成を行った。 

・期 間 平成２１年４月１８日（土）～平成２１年１２月１１日（金） 

・受講者数  実践技術科コース       １５名 

自立マスター科コース     １７名 

 

（２）ビジネススキルアップセミナー（営業マン養成講座） 

   産地繊維企業の中堅営業担当者を中心に、営業能力のスキルアップを図るために、

中核人材育成事業「尾州インパナ塾」の自立マスター科コースと合同で実施した。 

・期 間 平成２１年６月１３日（土）～平成２１年８月２９日（土）６回 

・受講者数 ２名（この内容の受講者は、「尾州インパナ塾」と合同で１９名） 

 

（３）川下への交流事業 

   Ａ・Ｄ・Ｏ（全日本デパートメントストア開発機構）本部主催の「Ａ・Ｄ・Ｏ産地

研修」に、平成 20年度営業マン養成講座を修了した受講生の中から派遣し、百貨店業

界との交流促進を図った。 

   ・派遣人数   ３名 



 

   ・海外研修先  上海   

   ・期  間   平成 21年１１月１日～１１月６日（６日間） 

 

（４）各種産地活性化グループの支援 

   ＦＤＣ匠ネットワークを組織し、それが保有する技術の伝承等グループ活動を支援

している。 

 

（５）インターンシップ事業 

大学生、専門学校生を受け入れ、社会経験はもちろん、産地のイメージや魅力を伝

え、人材の育成・確保を図った。 

・会 期；21年 8 月 3日（月）～8月 10日（金） 

    学 生；名古屋学芸大学 3年生 2 名 

・会 期；21年 8 月 24日（月）～8月 28日（金） 

    学 生；名古屋学芸大学 3年生 3 名 

・会 期；22年２月 1日（月）～2月５日（金） 

 学 生；名古屋学芸大学３年生 ３名 

 

２．各種セミナー開催事業 

（１）ファッショントレンドセミナー 

①ネリーロディ・ファッショントレンドセミナー 

◆と き 平成２１年５月１３日（水） 

    ◇テーマ 「2010/11秋冬 ファッショントレンドセミナー」 

    ◇講 師 ネリーロディ女史（ネリーロディ社ＣＥＯ） 

    ◇受講者 ６１名 

◆と き 平成２１年１１月１２日（木） 

    ◇テーマ 「2011春夏 ファッショントレンドセミナー」 

    ◇講 師 ネリーロディ女史（ネリーロディ社ＣＥＯ） 

    ◇受講者 ４１名 

 

（２）マーケットセミナー  

◆と き 平成２１年５月１５日（金） 

    ◇テーマ①「ライフステージ別消費動向分析と今後の予測」 

    ◇講 師 ㈱プレール 代表取締役  栗山 志明 氏 

    ◇テーマ②「伊勢丹が捉える２００９年春夏の傾向と今後の方向性」 

    ◇講 師 ㈱伊勢丹 ＭＤ統括部 婦人第１営業部 部長 木村 観邦 氏 

◇受講者  ４６名 

 

    ◆と き 平成２１年１１月１１日（水） 

    ◇テーマ①「多角的視点で分析するファッショントレンド」 

    ◇講 師 ㈱ブレール 代表取締役  栗山 志明氏 



 

    ◇テーマ②「2009AW百貨店婦人服・現場が捉える顧客の価値意識の変化と方向性」 

    ◇講 師 ㈱伊勢丹 ＭＤ統括部 婦人第１営業部 部長 木村 観邦 氏 

◇受講者  ３３名 

 

（３）技術セミナー 

   ①先端ファイバー技術講演会  

◆と き 平成２１年６月３０日（火） 

    ◇テーマ①「ケラチン含有物の再繊維化技術の開発」 

    ◇講 師  愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センター 

    主任研究員 金山賢治 氏 

    ◇テーマ②「ケラチン繊維の酸化還元機能～新規機能素材としての可能性」 

    ◇講 師  京都女子大学 家政学部生活福祉学科 教授 上甲 恭平 氏 

◇テーマ③「カーボンナノチューブのコーティング技術」 

    ◇講 師  クラレリビング㈱ 研究開発部 部長 秋庭 英治 氏 

    ◇受講者  １２０名 

 

②テキスタイル技術講習会 

    ◆と き 平成２１年８月２５日（火） 

    ◇テーマ①「織物の色糸効果について」 

    ◇講 師  愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センター 

主任研究員 大野 博 氏 

    ◇テーマ②「ウールの新しい展開について」 

    ◇講 師  日本毛織㈱ 創作工房  河野 典晃 氏 

    ◇テーマ③「健康快適素材の性能とその活用について」 

    ◇講 師  シキボウ㈱ 開発技術部次長 辻本 裕 氏 

    ◇受講者  ７６名 

 

   ③アパレル技術セミナー  

◆と き 平成２１年１１月１３日（金） 

    ◇テーマ①「水系クリーニング製品とウール高品位製品への挑戦」 

    ◇講 師  ザ・ウールマーク・カンパニー 顧問 堀 満夫 氏 

    ◇テーマ②「海外繊維生産の動向と今後の見通し」 

    ◇講 師  サンティグループ 会長 常川 公男 氏 

    ◇受講者  ６４名 

 

   ④インテリア技術セミナー  

◆と き 平成２１年１２月４日（金） 

    ◇テーマ「インテリア製品向けの新しい裁断・接合技術」 

    ◇講 師  進弘産業㈱ 代表取締役社長 伊藤 誠宣 氏 

    ◇受講者  ３０名 



 

   ⑤染色加工高度化セミナー  

◆と き 平成２２年１月２１日（木） 

    ◇テーマ「ウールの機能性加工」 

    ◇講 師 日本毛織㈱製造技術部 主席  田先 慶多 氏 

    ◇テーマ「難燃剤総論・・・環境対応を求められる状況下での最新情報」 

    ◇講 師 日華化学㈱研究開発本部難燃グループマネージャー 柘植 好輝 氏 

◇受講者  ５９名 

 

   ⑥新商品開発研究会  

◆と き 平成２２年１月２８日（木） 

    ◇テーマ「３次元モデリングと制作支援インターフェース」 

    ◇講 師 東京大学大学院工学系研究科先端学際工学専攻 

先端科学技術研究センター 博士課程  五十嵐 悠紀 氏 

◇受講者  １４名 

 

 （４）新規採用者セミナー 

◆と き 平成２１年６月１６日（火）、１７日（水） 

◇講 師 尾張繊維技術センター職員 

◇テーマ 「素材と糸」「織物の知識」「ニットの知識」「染色の知識」 

「仕上加工」「縫製の知識」「消費性能」「施設見学」 

    ◇受講者 ５１名 

 

（５）学生向けトレンドセミナー  

◆と き 平成２１年５月１５日（金） 

    ◇講 師 ファッションコーディネーター 日比 つき子 氏 

◇受講者 ５校８７名 

 

    ◆と き 平成２１年１１月１１日（水）、１３日（金） 

    ◇講 師 テキスタイルプランナー 喜多 正子 氏 

◇受講者 ７校２２６名 

 

 （６）学生産地研修会 

    次代を担う若い学生を対象に、繊維工学やファッション工学等に関する座学と、

紡績、製織、染色整理の各工程を工場見学しテキスタイルができるまでを体験した 

    ◆と き 平成２１年８月５日（水）～７日（金） 

    参加者；２４名（愛知（１４）、東京（２）、金沢（３）、京都（４）、大阪（１）） 

 

 

 



 

ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ 

ビジネスチャンスの創出  

１．東京展の開催 

   ユーロ・テキスタイル・プロジェクト・チームがモノづくりに取り組み、ファッシ

ョン・ビジネスの中枢機能をしめる東京市場において展示会を開催し、販路の開拓、

市場ニーズの把握を推進した。 

   ①第１１回ＪＢ（ジョイント・尾州）春夏東京展 

    ◆会 期 平成２１年５月２６日（火）～２８日（木） 

    ◇会 場 青山ベルコモンズ（東京都港区北青山） 

◇内 容 ユーロ・テキスタイル・プロジェクト・チーム１７社の 

開発素材１６７点 

◇成 果 ７，４０６点のリクエスト 

◇来場者 １,１０６名 

 

   ②第１２回ＪＢ（ジョイント・尾州）秋冬東京展 

    ◆会 期 平成２１年１１月４日（水）～６日（金） 

    ◇会 場 青山ベルコモンズ（東京都港区北青山） 

    ◇内 容 ユーロ・テキスタイル・プロジェクト・チーム１７社の 

開発素材１６７点を展示。 

◇成 果 ７，８３４点のリクエスト 

◇来場者 ８４７名    

 

２．尾州メンズ商談会の開催 

   尾州メンズプロジェクトがモノづくりに取り組み、ファッション・ビジネスの中枢

機能をしめる東京市場において展示会を開催し、販路の開拓、市場ニーズの把握を推

進した。 

①第５回尾州メンズ春夏展示会 

    ◆会 期 平成２１年５月１９日（火）・２０日（水） 

    ◇会 場 モーダ・ポリティカ（東京都港区南青山） 

◇内 容 出展企業７社の開発素材９４点 

◇成 果 ８３１点のリクエスト 

◇来場者 １７０名 

②第６回尾州メンズ秋冬展示会 

    ◆会 期 平成２１年１０月１５日（木）・１６日（金） 

    ◇会 場 松濤ギャラリー（東京都渋谷区松濤） 

◇内 容 出展企業４社の開発素材１０６点の展示。 

◇成 果 ７６６点のリクエスト 

◇来場者 １２１名 



 

３．ユーロ・テキスタイル・セレクション展の開催 

    ネリーロディ社との提携により収集した２０１０春夏及び２０１０／１１秋冬の

トレンド・インポート・ファブリックを展示し、情報提供した。 

① テキスタイル・ファブリックの展示 

◎２０１０春夏 

 ◆会 期 平成２１年５月１３日（水）～１５日（金） 

    ◇内 容 ヨーロッパ・テキスタイル１０３点を展示紹介した 

４テーマ（プリティー・ウーマン、プレッピィ・ラボ、ヘブン・セレ

モニー、ラチィーノ・パンパ） 

    ◇来場者 ８１１名 

   ◎２０１０／１１秋冬 

    ◆会 期 平成２１年１１月１１日（水）～１３日（金） 

    ◇内 容 ヨーロッパ・テキスタイル１０２点を展示紹介した 

         ３テーマ（ミステリアス、インパルス、アクティビィスト） 

◇来場者 ８００名 

 

②トレンドパネルの展示 

◆と き 平成２１年５月１３（水）～１５日（金） 

    ◇内 容 2010/11秋冬テキスタイルトレンドを、３つのテーマ（ミステリアス、 

インパルス、アクティヴィスト）で示し、テーマ毎にスワッチ見本と

パネルにして展示、紹介した。 

◆と き 平成２１年１１月１１日（水）～１３日（金） 

◇内 容 2011春夏ファッショントレンドを、４つのテーマ（メリー・ネイビー、

ビオ・ロマンス、オリエンタル・パレス、シークレット・アイランド）

で示し、テーマ毎にスワッチ見本とパネルにして展示、紹介した。 

 

 

４．尾州トータルイメージアップ活動の展開 

（１）ＪＢ（ジョイント・尾州）ブランド戦略会議の開催 

    パリ・ミラノ及び新たに上海・香港における展示会やキャラバンなど、海外展開

に関する取り組みについて協議し、活動を支援した。  

  ＜参考＞ 

①第６回ＪＢパリ展示商談会 

◆会 期 平成２１年９月２日（水）～４日（金） 

  ◇会 場 エスパス・シャトレ・ビクトリア 

 ◇来場者 ５０名（サンプルリクエスト ３９３点） 

②インターテキスタイル上海アパレルファブリック展 

◆会 期 平成２１年１０月２０日（火）～２３日（金） 

  ◇会 場 上海新国際博覧会センター 

 ◇来場者 ２３０名（サンプルリクエスト １８２点） 



 

③インターストッフアジアエッセンシャル香港展（予定） 

◆会 期 平成２２年３月１７日（水）～１９日（金） 

  ◇会 場 香港コンベンンション＆エキシビジョンセンター 

 ◇サンプルリクエスト ２１社、１６８点（見本反４点） 

 

（２）尾州春夏合同展「Bishu Style」の支援 

   「尾州産地＝ウール産地＝秋冬素材産地」のイメージを払拭し、生産における平準

化を図るために「尾州産地の春夏素材」をアピールする技術披露展を支援する。 

◎第１１回ＪＢ（ジョイント・尾州）春夏東京展と同時開催 

    ◆会 期 平成２１年５月２６日（火）～２８日（木） 

    ◇会 場 青山ベルコモンズ（東京都港区北青山） 

 

（３）広報活動事業 

尾張西部地域の地場産業のＰＲ及びＦＤＣの利用促進を図るため、パンフレットの

配布等を通じて、地域のＰＲ等の活動を行った。 

 

（４）ＷＥＢマガジン「テキスタイル＆ファッション」の発行 

尾州からの最新のファッション情報や先端技術情報の発信をめざし、ＷＥＢマガジ

ンとして、毎月情報配信している。 

◇配信件数 １９３部／月（ＷＥＢ １７０件、印刷 ２３件） 

 

５．情報提供事業の再構築   

（１）内外ファッション関係資料提供事業（地域産業育成支援事業：特別会計） 

①図書・雑誌等の収集 

内外のファッション雑誌、テキスタイル見本帳、トレンドブック、図書等の最新

資料を収集し、図書・情報加工室、１階ロビーに展示・公開し利用者の用に供した。 

②各種情報の提供 

ＦＤＣが所有する文字情報やトレンド情報などの各種情報を、インターネット・

ホームページを利用して発信した。 

（２）ファッション・テクノ工房事業 

「柄シミュレーションシステム」を活用し、織物の企画・試作を支援した。  

 

 

ＡＰＰＥＡＬ 

地域の魅力発掘 

１．地場製品の即売事業 

繊維製品をはじめとする地域地場製品の常設展示・即売を行った。また、地域内

県で開催されたフェアに出展・販売した。 



 

  ①２００９リバーサイドフェスティバル 

◆会 期 平成２１年５月３日（日）～５日（火） 

    ◇会 場 １３８タワーパーク（一宮市大字光明寺字浦崎 21-3） 

◇内 容 一宮市（17）、稲沢市（１）、津島市（１）、七宝町（１）、江南市（３）

美和町（２）、蟹江町（３）、羽島市（１）の各商品、パンフレット。 

 

  ②美濃路フェスタ inたるい（ふれあい垂井ピア２００９） 

◆会 期 平成 21年 10月 31日（土）～11 月１日（日） 

    ◇会 場 垂井町朝倉運動公園（岐阜県不破郡垂井町） 

◇内 容 一宮市（14）、七宝町（１）、江南市（５）、愛西市（３）の 

各商品、パンフレット。 

 

２． 産地製品の常設展示   

メンズ及びレディース生地、インテリア織物、意匠撚糸（ファンシーヤーン）、 

ニット製品の産地製品などを常設展示し、産地ＰＲと販売促進を図った。 

◆展示替 平成２１年８月２８日（金）  

       秋冬物生地（紳士・婦人）    ９４点 

       ファンシーヤーン        ３７点 

       編地               ８点 

インテリア織物（１０月２０日） 

カーテン           １４点 

椅子張り地           ８点 

平成２２年３月１０日（水）  

       秋冬物生地（紳士・婦人）    ９４点 

       ファンシーヤーン        ２０点 

       編地              １１点 

 

 

ＡＭＵＳＥ 

地域住民とのふれあい 

１．地域交流事業 

（１）手描き染教室 

  ○前 期 

    ◆と き 平成２１年６月１７日～６日間（毎週水曜日） 

◇内 容 ハンカチで色見本作成、テーブルセンターの手描き染色、マーブル染 

    ◇会 場 弥富市総合社会教育センター 

◇講 師 染色研究家 冨田 悦子氏 西岡 十三子氏 

    ◇参加者 １１名（初心者 ８名、経験者 ３名） 



 

○後 期 

    ◆と き 平成２２年１月６日～４日間（毎週水曜日） 

◇内 容 初心者対象；テーブルセンターの手描き染色 

    ◇会 場 一宮地場産業ファッションデザインセンター 

◇講 師 染色研究家 冨田 悦子氏 西岡 十三子氏 

    ◇参加者 １５名 

 

（２）手織教室 

○前 期 

    ◆と き 平成２１年６月１８日～６日間（毎週木曜日） 

    ◇内 容 初心者；ランチョンマット 

経験者；マフラーかランチョンマットかクッションカバー 

    ◇会 場 扶桑町総合福祉センター 

◇講 師 手織工房やまもも 駒澤 悦子氏 青井 利恵子氏 

    ◇参加者 １２名（初心者 １０名、経験者 ２名） 

○後 期 

    ◆と き 平成２２年１月７日～４日間（毎週木曜日） 

    ◇内 容 初心者対象；ランチョンマット 

    ◇会 場 一宮地場産業ファッションデザインセンター 

◇講 師 手織工房やまもも 駒澤 悦子氏 青井 利恵子氏 

    ◇参加者 １４名 

 

（３）おやこふれあい教室の開催 

   ①おやこで作ろう布？教室 

    ◆と き 平成２１年７月４日（土） 

    ◇内 容 ・布を使った七夕飾り作り 

    ◇会 場 ＦＤＣ 

◇講 師 一宮布絵本の会 

◇参加者 親子１４組３２名 

 

   ②おやこ体験教室（「愛知発明の日」関連行事） 

◆と き 平成２１年８月７日（金） 

    ◇内 容 手織体験～ミサンガを織ってみよう 

         草木染め体験～雑草でハンカチと手提げ袋を染めてみよう 

    ◇会 場 ＦＤＣ、尾張繊維技術センター 

◇講 師 染織作家 タンゲキョウコ氏、尾張繊維技術センター職員 

◇参加者 親子 ３１組７１名 

 


